
主
な
内
容
と
し
て
、
令
和
元
年
度
活

動
と
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
の
活
動

計
画
と
予
算
案
の
説
明
が
各
担
当
者

か
ら
な
さ
れ
、
活
発
な
審
議
の
も
と
、

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。 

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ

り
、
予
定
の
活
動
も
不
確
定
で
あ
る

が
、
工
夫
し
な
が
ら
前
向
き
で
進
む
こ 

と
を
参
加
者
全
員
が
確
認
し
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。 

よ
う
に
な
っ
た
。 

平
成
19
年
４
月
に
は
活
動
の
幅
を
広
げ

る
た
め
、
水
曜
と
木
曜
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
毎
週
２
回
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平

成
25
年
に
は
笛
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
月
１

回
の
ケ
ー
ナ
の
演
奏
も
開
始
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
時
期
的
な
違
い
は
あ
る
が
、
個
人
の
協

力
者
と
し
て
日
立
市
民
混
声
合
唱
団
指
揮

者
の
佐
川
さ
ん
が
合
唱
を
盛
り
上
げ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
や
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
が
得
意
の
武
田

さ
ん
が
魅
力
的
な
音
色
の
演
奏
を
、
そ
し
て

帰
山
さ
ん
が
詩
吟
を
吟
じ
る
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。 

以
上
の
よ
う
に「
し
お
さ
い
」で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
充
実
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一

時
停
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
が
解

決
す
る
目
処
が
た
た
な
い
こ
と
、
演
奏
楽
器

が
全
て
吹
奏
楽
器
で
あ
る
こ
と
、
会
員
の
高
齢

化
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
臨
時
総
会
を

開
き
活
動
を
停
止
・
解
散
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
田
岡
さ
ん
が
ご
存
命
な
ら｢

仕
方
な 

 
 

い
ね｣

と
言
わ
れ
た
と
思
い
た
い
心
境
で
あ
る
。 

最
後
に
グ
ル
ー
プ
・ピ
ニ
オ
ン
の
解
散
に
つ
い

て
適
切
な
処
置
を
取
ら
れ
た
吉
牟
田
代
表
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。      

（  

桑
名 

勇
児
）      

      

。 
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第 19 回総会 

「シニアライフを 

心豊かに生きる」ために 

「仲間、生きがい、ひたちを 

愛する心」を大切に 

「感謝し感謝される楽しい活動」 熟年ネット・ひたち 

  

グ
ル
ー
プ
・
ピ
ニ
オ
ン 

活
動
終
了
報
告
と
思
い
出 

 

令
和
２
年
度
総
会
が
６
月
11
日
、
女
性
セ
ン
タ
ー
で
会
員
・
会
友
38
人 

(

73
％)

の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
通
常
で
あ
れ
ば
４
月 

に
開
催
さ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
で
延
期
開
催
と
な
っ
た
。 

山
野
代
表
か
ら
総
会
へ
の
多
数
の
参
加
と
、
昨
年
度
の
活
動
が
順
調

に
遂
行
さ
れ
た
こ
と
、
各
担
当
リ
ー
ダ
ー
・
会
員
の
積
極
的
取
り
組
み
に

対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
一
方
、
会
員
数
の
漸
減
傾
向
な
ど
問
題

も
あ
り
、
解
決
へ
の
協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
。 

グ
ル
ー
プ
・
ピ
ニ
オ
ン
は
本
年
７
月
31
日

を
以
て
、
16
年
間
に
亘
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
終
止
符
を
打
ち
、
解
散
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
達
の
活
動
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
シ
ニ
ア
健
康
セ
ン
タ
ー｢

し
お
さ
い｣

の

関
係
各
位
並
び
に
利
用
者
の
皆
様
に
は
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

思
い
起
こ
す
と
、
グ
ル
ー
プ
・ピ
ニ
オ
ン
は
、

元
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
会
員
で
、
今
は
亡
き
田
岡
静
子

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
平
成
16
年
３
月
に
結
成

さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
年
10
月
に
楽
習
会
と
し

て「
し
お
さ
い
」
を
見
学
し
た
こ
と
が
動
機
で

あ
っ
た
。
当
初
は
、
平
田
さ
ん
、
石
井
さ
ん

な
ど
僅
か
４
人
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
が
、
田
岡
さ
ん
は｢

施
設
利
用
者
への
対
応

は
明
る
く
尊
敬
の
念
を
失
わ
ず
、
決
し
て
無

理
せ
ず
、
出
来
る
事
を
出
来
る
時
に
心
穏

や
か
に
続
け
よ
う｣

と
諭
す
よ
う
に
話
さ
れ

た
。
田
岡
さ
ん
ら
し
い
優
し
さ
の
中
に
も
や

る
気
を
起
こ
さ
せ
る
言
葉
に
感
動
し
、
頑
張

ろ
う
と
決
意
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
当
初
の
内
容
は
、
利
用
者

の
出
迎
え
、
お
話
し
合
い
、
趣
味
の
お
相

手
、
お
昼
の
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
あ
っ

た
。
同
年
６
月
に
オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
ト
の
メ
ン
バ

ー
や
福
田
さ
ん
達
が
入
会
し
て
か
ら
は
オ
カ

リ
ナ
の
演
奏
が
追
加
さ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
の
合
唱
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が
大
変

好
評
で｢

し
お
さ
い｣
の
ご
要
望
に
沿
い
、
入
所 

さ
れ
て
い
る
利
用
者
対
象
の
演
奏
も
行
う 

 

                     

代
表
（
山
野
邦
雄
） 

副
代
表
（
畑
山
和
子
、
竹
本
講
治
） 

事
務
局
長
（
小
林
信
幸
）  

会
計
（
三
ツ
井
義
弘
） 

会
計
監
査
（
鈴
木
百
合
子
、
五
月
女
五
美
枝
） 

シ
ニ
ア
講
座
（
大
園
哲
夫
） 

楽
習
会
（
山
野
邦
雄
） 

広
報
（
竹
本
講
治
） 

女
性
セ
ン
タ
ー
友
の
会
（
山
中
か
よ
子
、 

小
澤
ひ
ろ
み
） 

役
員
会
メ
ン
バ
ー
（
山
野
邦
雄
、
畑
山 

和
子
、
竹
本
講
治
、
三
ツ
井
義
弘
、

小
林
信
幸
、
大
園
哲
夫
） 

 

本
年
度
役
員
・
リ
ー
ダ
ー 

自
主
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー 

在りし日の 
田岡静子さん 

最後の総会 

記念写真 

 

コ
ロ
ナ
禍
で 

活
動
再
開 

令
和
２
年
度
活
動
計
画
承
認 

 

ウ
オ
ー
ク
会
（
佐
藤
一
男
） 

オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
ト
（
畑
山
和
子
） 

Ｊ
＆
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
山
中
か
よ
子
） 

河
原
子
海
岸
清
掃
グ
ル
ー
プ（
小
林
信
幸
） 

笛
の
会
（
小
林
信
幸
） 
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コロナ対策で５ヶ月ぶりの講座 

形式の楽習会となり、講師に市高 

齢福祉課の白木八千代氏をお招き 

した。 

日立市の高齢化率が全国平均よ 

り高いこと、2025 年問題として３人に 1 人が高齢者に

なること、1人暮らしの高齢者数が６月１日現在 2,572

人いることなど、市の現状が報告された。 

 これに対し、地域包括ケアシステムの取組み、また、

住み慣れた地域での安心・安全をどう確保していくか、

中長期的な方針も紹介された。 

質疑応答では、超高齢者の望まない延命処置につい

て、あるいは 1人暮らしの高齢者が「高齢者基本台帳」

に登録するメリットなどの質問も寄せられ、議論も深ま

り有意義な楽習会となった。 

参加者 34人         （竹本 講治） 

 

 

 

 

 

 

おもちゃライブラリーは、子供たちがおもちゃを通じ

て楽しく遊べるように、現在 17人の担当者がグループ

に分かれて交代でお手伝いしている。 

最近は参加者が大変減少しているが、お母さんたちの

育児相談など、交流の場としての役割を果たしている。 

子供たちとの交流は私たちも心が癒されるひととき

だ。多くのお子さんが遊びに来てくれるよう願ってい

る。                 （山中 かよ子）    

 

令和２年は残念だが未開催、９月には再開できるよ

うに計画しています。 

会員の体力とニーズを勘案して、行事担当者に余り

負担をかけずに無理なく楽しいウオーク会とすべく検

討中です。キーワードは「街中散歩・食事会・近隣市

町村・高齢化」。そのためには、企画実行会議の設置も

必要と考えています。                 （佐藤 一男） 

 

 

人生百年の時代         （７／23） 

  （11/８） 

コロナ禍自粛により海岸清掃も活動中止しました。 

砂浜のごみ回収時は問題ないが、一ヶ所に集め袋に回

収時は密になるので休止とした。５月より活動再開しま

したが、海岸には多くのごみなどあります。 

日立市の財産である浜辺が、“少しでもキレイになれ

ば！”との思いを市民の皆さんが持っていただければご

みのポイ捨ては無くなり、美しい海岸を築けます。 

ごみのポイ捨ては止めましょう。   （小林 信幸）                           

 

コロナ禍自粛で、練習もボランテア活動も出来ない。

個人練習しかないが、張合いが無く気持ちを維持するの

が容易ではない。ケーナは構造上飛沫発生は避けがた

く、この時期人前での演奏は難しい。 

笛の会の楽譜は全てＰＣで管理している。練習中伴奏

部分の変更などが発生しても、話し合いで処理してき

た。あるいは、新しい曲が見つかればＰＣに入力など、

この機会に楽譜を整理してきた。 

早く元の環境にと願うばかりで、再開できる日を待ち

望んでいる。             （小林 信幸）                           

 

コロナウイルスの影響で練習会場となっていた金沢

交流センターが使用できなくなり、ステイホームでそれ

ぞれ個人練習に励んでいた。６月後半から出席人数の制

限とパーティション（泉さん作成）を使用することで許

可され、グループ練習再開。今後しばらくは外部からの

演奏依頼も無いものと思われるが、じっくりと練習し、

実力向上の機会にしたい。       （畑山 和子）                           

 

日立市の高齢化の現状と課題 （７／９） 

  （11/８） 

講師の石田淳治氏は、｢人生百年

時代、退職後の長い時間をどのよう

にすごしますか｣と問いかけられ、

ビジネス、ボランティア、趣味を残

された時間の３分割活用として、考

え実行されたことを話された。 

国家資格取得（技術士、中小企業診断士）、現役時代

の繋がり活用、森林・農業ボランティア、カヌー・自転

車・狩猟などに挑戦、ハイキング、俳句、民謡、詩吟、

料理などを楽しむ。尺八、ハーモニカ、ケーナ、オカリ

ナなどの楽器もこなし出前演奏も行い多くの人を喜ば

す。 

人生百年時代には健康が最重要であり、健康は食にあ

ることを再認識し、食材作りや料理に関心を持ち、朝・

昼・晩の食事の多くを自身で作る。 

｢何事にも興味を持って接し、やってみようというこ

とになれば、探究心を持ち極めるつもりで取り組んでき

た｣と結ばれた。   参加者 35人   （山野 邦雄） 

 

 

 

 

 

 

     

河原子海岸清掃グループ   

ウオーク会        

Ｊ＆Ｂグループ      

笛の会      

オカリナハート      

～活動再開に向けて～ 




